
鎌倉市人口ビジョンにおける人口シナリオの検討

（アンケートから算出した希望出生率を反映）

＜推計パターン別による将来人口推計＞

【出典】2010年年総務省「国勢調査」および「社人研推計」に基づき作成

出生率を
上昇させた

場合

出生率が
横ばいの
場合

① 鎌倉市の「希望出生率」を実現する（ア
ンケートよる既婚者の予定子ども数およ
び未婚者平均希望子ども数から算出）

鎌倉市の希望出生率：1.74

② 地方創生における国の目標と同様の合計
特殊出生率2.07を2030年に実現する。

③ 現状の出生率の推移から求めた国立社会
保障・人口問題研究所「日本の地域別将
来人口（平成22年3月推計）」と同様の
出生率（1.23～1.28）を採用する。
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然
増
減
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関
す
る
指
標

転入超過を継続
させた場合

a. ここ10年間の転入超過の傾向が今後も続
くと仮定し、国立社会保障・人口問題研
究所「日本の地域別将来人口（平成22年
3月推計）」 の2010年→2015年の社会
移動率（年に約600人程度増加）を採用
する。

b. 社会増加の幅が縮小した直近数年間の動
向を重視し、2015年→2020年は年200
人程度の社会増加、それ以降は社会増減
ゼロとして算出する。
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転入が縮小
した場合

「希望出生率×転入継続」（①ａ）や「2.07×転入継
続」（②ａ）から、「出生率横ばい×転入縮小」（③
ｂ）まで、5ケースを推計。また参考値として、国立
社会保障・人口問題研究所の推計（③aで推計した場
合）を併せて記載。

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

社人研 （25年3月推計）
174,314 174,050 170,947 166,336 160,867 154,974 148,992 143,079 136,877 129,867 122,207 

- 101.8% 100.0% 97.3% 94.1% 90.7% 87.2% 83.7% 80.1% 76.0% 71.5%

①a 希望出生率1.74 ｘ 転入継続
174,312 174,231 172,005 168,850 165,357 161,542 157,804 154,305 150,674 146,418 141,788 

- 101.3% 100.0% 98.2% 96.1% 93.9% 91.7% 89.7% 87.6% 85.1% 82.4%

①b 希望出生率1.74 x 転入縮小
174,312 171,918 167,191 161,578 155,701 149,433 143,095 137,043 130,891 124,123 117,034

- 102.8% 100.0% 96.6% 93.1% 89.4% 85.6% 82.0% 78.3% 74.2% 70.0%

②a 合計特殊出生率2.07 ｘ 転入継続
174,312 174,630 173,125 170,971 168,835 166,514 164,439 162,811 161,261 159,323 157,337 

- 100.9% 100.0% 98.8% 97.5% 96.2% 95.0% 94.0% 93.1% 92.0% 90.9%

③b 合計特殊出生率横ばいｘ 転入縮
小

174,312 171,740 166,190 159,274 151,700 143,719 135,609 127,707 119,665 110,959 101,828 

- 103.3% 100.0% 95.8% 91.3% 86.5% 81.6% 76.8% 72.0% 66.8% 61.3%

160,867 

122,207 

165,357 

141,788 

155,701

117,034

168,835 

157,337 

174,312 

151,700 

101,828 

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

2010年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年

人
口

社人研 （25年3月推計）

①a 希望出生率1.74 ｘ 転入継続

①b 希望出生率1.74 ｘ 転入縮小

②a 合計特殊出生率2.07 ｘ 転入継続

③b 合計特殊出生率横ばい ｘ 転入縮小

（人）
2060年以降、仮に出生率が2.07まで回復した

場合、2080年には総人口が13.5万人で底をう

ち回復していきます。
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